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B20 型らせん磁性体のようなカイラルな結晶構造を持つらせん磁性体においては、磁場下でス

キルミオンと呼ばれるナノスケールの渦状スピン構造(図 a 上)が発現する。スキルミオンはその特

殊なスピン構造に由来する輸送特性等を示すほか、超低電流密度での駆動性といった工学的に

優れた特性も有するため注目されている。スキルミオンの研究においては、その形成や構造を直

接観測することも重要であり、ローレンツ電子顕微鏡法は磁気構造を実空間で観察できる強力な

プローブとして、重要な役割を果たしてきた。 

スキルミオンの応用に向けては、構造の制御手段の開拓やその背景にある原理の解明が不可

欠である。そこで、我々は組成や応力をパラメータとして変化させた試料についてローレンツ電子

顕微鏡法でスキルミオンの構造を観察することで、スキルミオンの構造制御の可能性を調べた。そ

の結果、らせん磁性体 FeGe において、Fe の Mn 置換によりスキルミオンの大きさと巻く向きが制

御できること(図 a)[1]、熱応力を利用した一軸引張応力の印加により FeGe におけるスキルミオン

の構造を異方的に変形できること(図 b) [2]などを明らかにした。これらの結果は、組成変化や格子

歪を利用した Dzyaloshinskii-守谷相互作用の変調をとおして、スキルミオンの構造が制御できる可

能性を示している。 
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